
卒 業 生 子 女・弟 妹 入 試

注

意
1

開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
は
、
開
か
な
い
こ
と
。
試
験
時
間
は
六
〇
分
で
あ
る
。

2

黒
色
鉛
筆
を
使
用
す
る
こ
と
。

3

解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
氏
名
・
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

4

縦
書
き
に
す
る
こ
と
。

5

下
書
き
に
は
、
こ
の
用
紙
の
余
白
を
使
用
す
る
こ
と
。

6

書
き
損
じ
て
も
、
解
答
用
紙
は
再
交
付
し
な
い
。

7

こ
の
用
紙
は
、
試
験
終
了
後
に
回
収
し
な
い
。
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解

答

要

領

解
答
は
問
題
文
中
の
設
問
の
指
示
に
従
っ
て
、
解
答
欄
に
適
切
に
書
く
こ
と
。

な
お
、
句
読
点
・
か
っ
こ
な
ど
も
字
数
に
加
え
る
。
ま
た
、
段
落
の
初
め
の
空
き
や
、

段
落
の
終
わ
り
の
行
に
で
き
た
空
き
も
、
書
い
て
あ
る
も
の
と
み
な
し
、
字
数
に
加
え
る
。



以
下
の
「
社
説
」
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

経
済
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
な
か
で
、
個
人
情
報
の
国
境
を
超
え
た
動
き
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。
個
人
の
権
利
や
利
益
が
十
分
に
守
ら
れ

る
こ
と
を
大
前
提
に
、
様
々
な
観
点
か
ら
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

無
料
通
信
ア
プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
、
個
人
情
報
の
扱
い
に
不
備
が
あ
っ
た
と
し
て
陳
謝
し
た
。
一
部
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
中
国
の
関
連
会
社
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
た
り
、
韓
国
で
保
管
し
た
り
し
て
い
た
こ
と
を
、
利
用
者
に
十
分
説
明
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
有
識
者
に
よ
る
検
証
と
情

報
保
護
の
強
化
を
進
め
る
。
個
人
情
報
保
護
委
員
会
や
総
務
省
か
ら
も
報
告
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。

個
人
情
報
保
護
法
は
、
個
人
デ
ー
タ
を
海
外
の
第
三
者
に
提
供
す
る
際
に
、
原
則
と
し
て
本
人
の
同
意
を
得
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
法
の
趣
旨
の

説
明
で
は
、
具
体
的
な
国
名
を
示
す
方
法
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
（
個
人
情
報
に
関
す
る
指
針
）
で
、「（
日
本
と
）
同
等
の
デ
ー
タ
保
護
法
制
を
持
た
な
い
第
三

国
」
に
移
転
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
国
内
で
8
6
0
0
万
人
が
利
用
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
掲
げ
る
企
業
と
し
て
、
不
備

を
取
り
除
く
こ
と
は
当
然
だ
。
個
人
情
報
保
護
委
員
会
な
ど
の
調
査
に
も
誠
実
に
応
え
て
ほ
し
い
。

来
年
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
改
正
個
人
情
報
保
護
法
に
は
、①
同
様
の
同
意
を
と
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
保
護
制
度
な
ど
を
含
め
、
デ
ー
タ
の
取
り

扱
わ
れ
方
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
情
報
を
本
人
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
り
う
る
か
を
認
識
で
き
な

け
れ
ば
、
実
質
的
な
「
同
意
」
に
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
だ
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
限
ら
ず
、
個
人
デ
ー
タ
を
海
外
で
も
取
り
扱
う
事
業
者
は
、②
趣
旨
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
企
業
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
膨
大
な
規
約
が
形
式
的
で
分
か
り
に
く
い
文
章
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
称
さ
れ

る
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
大
手
の
個
人
デ
ー
タ
の
扱
い
方
も
、
繰
り
返
し
不
信
や
不
安
を
招
い
て
き
た
。
利
用
者
の
納
得
を
等
閑
視
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
続
け

れ
ば
、
信
頼
を
失
う
だ
ろ
う
。

日
本
政
府
は
Ｇ
20
な
ど
の
場
で
「
信
頼
性
の
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
」
をａ
テ
イ
シ
ョ
ウ
し
て
き
た
。
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
国
際
的
な
デ
ー
タ
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流
通
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
デ
ー
タ
保
護
、
安
全
性
の
確
保
と
の
相
乗
効
果
を
め
ざ
す
立
場
だ
。

一
方
で
、
米
中
間
で
は
安
全
保
障
上
の
見
地
か
ら
、
経
済
で
も
断
絶
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
国
家
統
制
色
を
強
め
る
中
国
に
対
し
て
は
、
こ

う
し
た
側
面
に
注
意
を
払
う
こ
と
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
一
般
に
他
国
と
の
分
業
や
協
業
をｂ
カ
ジ
ョ
ウ
に
排
除
す
れ
ば
自
国
の
利
益
に
も
な
ら
な
い
。

個
人
情
報
保
護
を
含
め
た
人
権
を
基
本
に
、
質
の
高
い
ル
ー
ル
を
共
有
し
、
協
力
関
係
を
広
げ
て
い
く
べ
き
だ
。

設
問

1．

こ
の
「
社
説
」
に
適
切
な
タ
イ
ト
ル
を
20
字
以
内
で
つ
け
な
さ
い
。

2．

傍
線
部
ａ
及
び
ｂ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

3．

傍
線
部
①
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
求
め
ら
れ
る
同
意
か
を
示
す
部
分
を
、
そ
の
後
に
「
と
き
」
が
続
く
よ
う
に
（「
○
○
・
・
○
」

と
き
と
い
う
よ
う
に
）、
文
中
か
ら
17
字
で
抜
き
出
し
て
示
し
な
さ
い
。

4．

傍
線
部
②
の
具
体
的
な
内
容
を
表
し
て
い
る
部
分
を
、
文
中
か
ら
45
字
で
抜
き
出
し
て
、
そ
の
最
初
の
7
字
を
示
し
な
さ
い
。

5．

こ
の
「
社
説
」
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
5
0
1
字
以
上
6
0
0
字
以
内
で
示
し
な
さ
い
。
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(
)

２
０
２
１
年
３
月　

日　

朝
日
新
聞　

朝
刊
﹁
社
説
﹂
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
情
報　

利
用
者
に
説
明
を
尽
く
せ

朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
︵
承
諾
番
号
２
２　

０
５
２
１
︶

－
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